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　　　　図2図1のシm一マ
▲（矢頭）で示した点線はepithelial　down－

growthの先端．

図1　全層角膜移植術後のepithelial　downgrowth（61歳，男性）

内皮面に上皮が伸展し，正常部との境界が線状になっている．

　　　　図4図3のシェーマ
▲（矢頭）で示した点線はepithelial　down－

growthの先端．

　　　　　　　　　　図3　図1と同一症例の再移植後

再手術後もepithelial　downgrowthが再発し，最終的に移植片機能不全となった．
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　　pithelial　downgrowthは，穿孔性眼外傷や内眼手術

E　　後に，滝口から角膜あるいは結膜上皮が眼内に侵

入・増殖する状態である．前房内に侵入した上皮は角膜

後面や虹彩上で増殖・伸展し，角膜内皮機能不全から角

膜浮腫をきたし，隅角まで伸展すると，虹彩前癒着や難

治性の続発緑内障を誘発することがある1）．細隙灯顕微

鏡では，角膜後面の白い線や虹彩上のガラス状の膜様物

として認められる．

　図1，3は全層角膜移植術（penetrating　keratoplasty：

PK）後に発症したepithelial　downgrowthを表している．

PK後のepithelial　downgrowthの発症率は0．25％と報

告されており2），移植片の後面に白い境界線を伴った膜

様物がみられる．類似した所見を呈する内皮型拒絶反応

が鑑別すべき病態としてあげられるが，内皮型拒絶反応

ではrejection　line（Khodadoust　line＞が出現し，拒絶反

応の進行に伴って移動する．Rejection　lineが通過した

部分は移植片の実質浮腫を伴い，未通過の部分は伴わな

いが，epithelial　downgrowthで伸展の境界を挟んで実

質の所見に違いが出ることは少ない．

　Epithelial　downgrowthの危険因子は，複数回の主眼

手術，不完全な創閉鎖（三口への脱出虹彩または硝子体

や水晶体遺残物の嵌頓），縫：合部からの房水漏出などで

ある．そのため，水晶体嚢内・嚢外摘出術が白内障手術

の主流であった1970年代までは術後合併症としての報

告が散見されたが，近年の小切開白内障手術において術

後合併症として報告されることは稀となった．しかし，

LASIK（laser－assisted　in　situ　keratomileusis）や角膜内

皮移植術（Descemet’s　stripping　automated　endothelial

keratoplasty：DSAEK）の術後合併症として報告される

ようになり3・4），今後も注意が必要な病態と考えられる．

　進行したepithelial　downgrowthに奏効する治療法は

なく，できるだけ早期に発見することが重要である．発

見した場合，原因となる病態を解除した後に，可能であ

れば伸展した上皮を除去すべきだが，予後は不良であ

る．本症例は難治性の続発緑内障をきたし，線維柱帯切

除術や経強膜毛様体レーザー凝固術を施行したが，移植

片機能不全となった．
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